
猫ちゃんの食事基礎知識

コメリドットコム「HowTo情報」には、DIY情報、住まいやくらしに役立つ
ノウハウが満載です。
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【猫ちゃんは、完全肉食動物】

【猫ちゃんにとって必要な栄養素】

　動物が健康に体を維持していくために必要な栄養素は、「タンパク質」「脂肪」「炭水化物」「ビタミン」「ミネラル」の５つ
です。肉食動物である猫ちゃんは、特に高タンパク、高脂肪を必要とします。猫ちゃんの健康のためには、猫ちゃんに
合った栄養素をバランスよく体内に取り入れることができる食生活をおくることが何よりも大切です。
総合栄養食のキャットフードには、猫ちゃんに必要な栄養素が含まれています。家庭での手作りフードを与える場合は、
栄養バランスに配慮しましょう。

　猫ちゃんはワンちゃんと違って、徹底した肉食動物です。野生時代、
ハンターである猫ちゃんは、ネズミや小鳥などの小動物を捕まえて新鮮な
獲物を食べ、肉はもちろん、内臓や軟骨も含めて丸ごと食べることで、栄養
が満たされていました。肉にはタンパク質、内臓にビタミンやミネラル、
骨にはカルシウムなどが豊富に含まれています。つまり、肉食だからと
いって、切り身の肉や魚だけを与えても、栄養は十分ではないのです。

＜タンパク質＞

　筋肉や血液、内臓、皮膚、被毛などを構成している基本の栄養素です。
猫ちゃんでは人の約５～６倍のタンパク質を必要とします。しかし、たくさん摂ればよいというわけではありません。
タンパク質はいくつかのアミノ酸が組み合わさってできていますが、体に必要なアミノ酸の種類は人、ワンちゃん、
猫ちゃんなど動物によって異なります。つまり、猫ちゃんに必要なアミノ酸がバランスよく組み合わさってできている
タンパク質をとることが重要なのです。とくに、アミノ酸の一種であるタウリンは、ワンちゃんと違って猫ちゃんは
体内で合成できないので、欠かすことができません。タウリンが不足すると、網膜変性によって失明したり、拡張型
心筋症を起こしたりすることもあります。

＜脂肪＞

　脂肪はカロリーが高いので、エネルギー源になったり、脂溶性ビタミンの吸収を助けたりするほか、食べ物にコク
とうまみを与える効果もあります。猫ちゃんは人よりたくさんの脂肪を必要とし、エネルギーとして効率よく利用して
います。脂肪は脂肪酸が組み合わさってできていますが、ワンちゃんや人では体内で作れるリノール酸やアラキドン
酸を猫ちゃんは作ることができないので、食事から摂る必要があります。
また、マグロやカツオ、アジ、サバ、イワシなどの青魚には、不飽和脂肪酸が多く含まれています。こればかりを
与えていると皮下脂肪が変性して、黄色脂肪症という病気になることがありますので注意しましょう。
黄色脂肪症はビタミンＥを併せて摂ることで予防できます。

＜炭水化物＞

　米や小麦などの穀類に多く含まれる炭水化物は、繊維質と糖質から構成されていて、人では主要なエネルギー
源となっています。肉食の猫ちゃんでは、タンパク質と脂肪を主要エネルギー源としているので、炭水化物はさほど
重要な栄養素ではありません。しかし、動物性食品だけでは、栄養バランスが偏ってしまうので、適量の炭水化物を
食事に混ぜるとよいでしょう。ドライフードには、米や麦、トウモロコシや豆などの穀類が配合されています。
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大きいハムスターでは、ヒマワリの種が60個も入る。

短くて、産毛が生えています。

後ろ足の指は5本あります。

寝起きや怖いことがあったら耳が寝ます。
興味がある音には、耳をピンと立てます。

せまいトンネルの中でトンネルの大きさを測ったりして、
まわりの状況を調べます。

自分のなわばりににおいをつけたり、他のハムスターに出会ったときに、
においをかぎ合います。

指に見えるのは4本だけ。親指は小さなでっぱりになっていて、エサを持
つ時にこのでっぱりで支えます。

ワンちゃんは「遊び」が大好きな動物です。
現代に生きるワンちゃんにとって「遊び」とは「コミュニケーション」「娯楽」
「ストレス発散」だけではありません。

「仕事（狩り）」
「勉強（運動機能や知恵の習得）の場」
も意味しています。
人と同様に集団生活の中で暮らしてきたワンちゃんにとって、心身の発
育や発達には欠かすことのできない重要な要素なんです。

ワンちゃんとの遊びでポピュラーなものは、「道具」を介した遊びです。
その中で最も身近なものはというと、やはり「噛む玩具」又は「くわえる
玩具」が該当します。
わかりやすく表現すると、

1）“噛まずにはいられない”もの 
・噛むことが面白いもの（噛みごたえがある／噛み心地が興味深いなど）
・噛むと変化がおきるもの（音が出る／何かが飛び出る／おやつが出るなど）
・香りがするもの

2）“追わずにはいられない”もの 
・早く動くもの（転がる／飛ぶ／弾むなど）
・動きに予測のつかないもの（変則的に転がる／弾むなど）

という感じでしょうか。つまり、噛む、くわえる、走る、運ぶ…といった 
“狩り”に似た行動をとれるものが多いといえます。 

市販の玩具としては 

・遊びながらケアできる　「デンタル玩具」 
・ぬいぐるみなどの　「コミュニケーション玩具」 
・ボールやフリスビーなどの　「スポーツ玩具」 
・ダンベルなどの　「トレーニング玩具」、「知育玩具」 
などがあり、からだの大きさや年齢、目的にあわせて選ぶことができます。 

※最近ではハンドメイド玩具に関する情報なども出ていますので、 ご利用いただいてもいいでしょう。 

しかしワンちゃんは、噛むチカラが非常に発達している動物です。 
ご使用の際は、手など噛まれないよう慎重に扱いましょう。



コメリドットコム「HowTo情報」には、DIY情報、住まいやくらしに役立つ
ノウハウが満載です。
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猫ちゃんの
食事基礎知識

＜ビタミン＞

ビタミンはさまざまな体の機能をスムーズにする潤滑油的な働きをします。
大きく分けて、脂肪にとける「脂溶性ビタミン」（Ａ、Ｄ、Ｅ、Ｋ）と、水分にとける「水溶性ビタミン」（Ｂ群、Ｃ）があります。
健康な猫ちゃんは体内で、ビタミンＫとＣを合成することができます。しかし、ビタミンＡ、Ｂ１、Ｂ２、Ｂ６、Ｄなどは体内
で合成できないので、食事の中から摂り入れる必要があります。また、猫ちゃんでは黄色脂肪症予防のためにも、
ビタミンEは欠くことができません。

＜ミネラル＞

ミネラルには、カルシウムやリン、カリウム、ナトリウム、マグネシウム、鉄、亜鉛などがあります。
必要量はどれも微量ですが、体液のバランスを保ち、神経や筋肉を活発にするために不可欠な栄養素です。
しかし、猫ちゃんでは尿中にミネラルが増えすぎると結石ができやすくなり、猫ちゃん下部尿路疾患などの病気に
かかる可能性が高くなるので、他の栄養素とバランスよく摂取する必要があります。
市販のキャットフードには、結石ができにくくなるように、ミネラルバランスが配慮されているものも増えてきました。

＜水＞

水は猫ちゃんの体の半分以上を占め、生きていくために欠くことのできないものです。
もともと砂漠地帯で暮らしていた猫ちゃんは、あまり水を飲まなくても生きていける体のしくみになっています。
しかし、水分摂取量が少ないと尿が濃縮されて、結石などができやすくなります。猫缶などのウェットフードを
食べている猫ちゃんでは、食事から水分を補うことができますが、ドライフードの場合は、いつでも新鮮な水が
飲めるように用意しておいてください。
水を飲む量が異常に増えてきたときには、糖尿病などの病気が疑われるので、獣医師に相談してください。

猫ちゃんに与えてはいけない物2

【人には無害でも、猫には危険な食べ物もある】

　猫に人が食べているものをあげると、とても喜びますが、しつけや猫の健康のために与えないようにしてください。
人の食べ物は、猫には塩分や脂肪分が多すぎ、長年食べ続けていると、肥満や腎臓病になるおそれがあります。
また、人が食べてもなんでもないけれど、猫にとっては健康を害する危険な食べ物もあります。

＜イカ＞

「猫がイカを食べると腰を抜かす」と言いますが、これは迷信ではなく、生のイカを
食べるとビタミンB1欠乏症を起こし、腰がふらついて歩行困難になることがあります。
また、加工されたスルメイカなども、食べ過ぎると消化不良や嘔吐の原因になります。

＜生の豚肉＞

生の豚肉には、人獣共通感染症の一つである「トキソプラズマ症」の感染源となる、
トキソプラズマ（原虫）のオーシストという卵のようなものが含まれていることがあります。
加熱すればオーシストは死滅します。

＜タマネギや長ネギ＞
タマネギや長ネギなどのネギ類やニラには、猫の血液中の赤血球を破壊する成分が
含まれており、猫がネギ類を食べると急性の貧血を起こしたり、血尿を出したりします。
毒性は加熱しても破壊されません。
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猫ちゃんの
食事基礎知識

＜牛乳やチーズなどの乳製品＞

猫ちゃんには牛乳に含まれる乳糖を分解する酵素が少ないので、下痢を起こすことが
あります。また、子猫には猫ちゃん用のミルクを与えてください。

＜塩分の多い食品＞

汗腺が発達しておらず、ほとんど汗をかかない猫ちゃんは、人の約３分の１程度の
塩分しか必要としていません。
人と同じ食べ物は、猫ちゃんにとっては塩分が強すぎ、体に悪影響を与えます。

＜刺激の強い香辛料＞

わさびやこしょうなどの香辛料は、胃を刺激して感覚を麻痺させる恐れもあります。

＜冷蔵庫から出したばかりのもの＞

冷蔵庫から出したばかりの冷たい食べ物は、お腹を冷やして下痢をしやすくするので、常温に戻してから与えて
ください。

ライフステージと食事3

【成長段階によって、必要な栄養は異なる】

　人でも赤ちゃん、育ち盛りの子ども、生活習慣病が気になる中高年、高齢者と、年齢によって必要なカロリーや食事
の内容が異なるように、猫ちゃんでも子猫、成猫、高齢猫では必要な食事内容が違います。

　猫ちゃんのライフステージ（成長段階）は、「成長期（幼猫）」、「維持期（成猫）」、「高齢期（高齢猫）」に分けられており、
ライフステージに合わせた食事を与えることが大切です。

＜「成長期」の食事＞

一般的に０～12カ月以下が「成長期」とされます。
猫ちゃんは生後約６週間で乳離れし、わずか１年で成猫に成長します。成長期は、子猫の骨格や筋肉、内臓など
の体の組織が急激に発達する時期であり、成猫以上のタンパク質や脂肪、ミネラルなどが必要となります。
猫ちゃんの健康を左右する大切な時期なので、食事には十分に気を配ってください。
　子猫は成猫の約３倍のカロリーを必要としますが、消化機能はまだ未熟で、一度にたくさんの量が食べられま
せん。生後６カ月くらいまでは、１日の食事量を３～４回に分けて与えます。食事の量は成長に併せて、少しずつ
増やしていきます。
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猫ちゃんの
食事基礎知識

＜「維持期」の食事＞

　維持期は１～７歳頃で、猫ちゃんの一生の中で半分を占める成猫の時期です。
この時期の食生活が、その後の健康を大きく左右するといっても過言ではありません。
成長期と同様の高タンパク質・高脂肪のフードを与えていると、あっという間に太ってしまい、内臓や骨に大きな
負担がかかってきます。成猫に合った栄養バランスのものを、適量与えるようにします。
食事の回数は、１日２回くらいにします。

＜「高齢期」の食事＞

　猫ちゃんの老化は、７～８歳くらいから始まります。人間同様、個体差はありますが、運動量は減り、体の機能は
徐々に衰えてきます。若い頃と同じカロリーの食事を与えていては、肥満になり、体にいろいろな弊害がでてきます。
低カロリーのフードを与えるようにしましょう。
　高齢猫は、運動不足と腸の働きの低下から、便秘になりやすくなるので、食物繊維を多めにとらせるのもよい
でしょう。また、12～15歳くらいの高齢では歯槽膿漏になったりして、かたいものが食べにくくなりますので、食べ
にくそうになったら、やわらかいフードを選ぶことも大切です。
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自分のなわばりににおいをつけたり、他のハムスターに出会ったときに、
においをかぎ合います。

指に見えるのは4本だけ。親指は小さなでっぱりになっていて、エサを持
つ時にこのでっぱりで支えます。

ワンちゃんは「遊び」が大好きな動物です。
現代に生きるワンちゃんにとって「遊び」とは「コミュニケーション」「娯楽」
「ストレス発散」だけではありません。

「仕事（狩り）」
「勉強（運動機能や知恵の習得）の場」
も意味しています。
人と同様に集団生活の中で暮らしてきたワンちゃんにとって、心身の発
育や発達には欠かすことのできない重要な要素なんです。

ワンちゃんとの遊びでポピュラーなものは、「道具」を介した遊びです。
その中で最も身近なものはというと、やはり「噛む玩具」又は「くわえる
玩具」が該当します。
わかりやすく表現すると、

1）“噛まずにはいられない”もの 
・噛むことが面白いもの（噛みごたえがある／噛み心地が興味深いなど）
・噛むと変化がおきるもの（音が出る／何かが飛び出る／おやつが出るなど）
・香りがするもの

2）“追わずにはいられない”もの 
・早く動くもの（転がる／飛ぶ／弾むなど）
・動きに予測のつかないもの（変則的に転がる／弾むなど）

という感じでしょうか。つまり、噛む、くわえる、走る、運ぶ…といった 
“狩り”に似た行動をとれるものが多いといえます。 

市販の玩具としては 

・遊びながらケアできる　「デンタル玩具」 
・ぬいぐるみなどの　「コミュニケーション玩具」 
・ボールやフリスビーなどの　「スポーツ玩具」 
・ダンベルなどの　「トレーニング玩具」、「知育玩具」 
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しかしワンちゃんは、噛むチカラが非常に発達している動物です。 
ご使用の際は、手など噛まれないよう慎重に扱いましょう。
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【キャットフードのタイプと特徴】

キャットフードは、フードの中の水分含有量によっていくつかのタイプに分けられていて、それぞれに特徴があります。
どれが一番優れているというわけではないので、猫ちゃんに合ったタイプのフードを選ぶとよいでしょう。

＜ドライフード＞

水分含有量が10％以下で、カリカリになった固形状のフードです。同じ重さの
他のフードと比べると、タンパク質や脂肪、炭水化物などの栄養素が多く含まれ
るので、経済的です。保存性もよく、開封後も腐敗したり、カビがはえたりしにく
いという利点もあります。フードそのものの水分は少ないので、十分な水と一緒
に与えるようにして、水分不足にならないように注意してください。

＜ウェットフード＞

水分が75％以上含まれているフードで、缶詰やアルミトレー、レトルトタイプ
に多く見られます。牛肉、鶏肉、魚などの素材の味をそのまま生かすことが
できるので、猫ちゃんも好んで食べます。開封前は長期保存できますが、開封
後は保存がきかないので、別の容器に移し替えてラップで密封して冷蔵庫で
保存、早めに与えます。開封後、丸１日過ぎたら、処分したほうがよいでしょう。

【食物アレルギーとペットフード】

最近では、食物アレルギーの猫ちゃんも増えています。
食物アレルギーとは、おもに特定のタンパク質に対して体が過敏な反応を起こすことです。
猫ちゃんにアレルギーの心配がある場合には、低アレルギーと表示されているフードを選ぶのも一案です。
アレルゲン（アレルギーを引き起こすもと）が特定できている場合は、その食品が入っていない食事に切り替えます。
アレルギー症状が激しい場合は、獣医師ともよく相談して食事を選ぶようにしてください。

自分でハンティングしていた猫ちゃんは、ワンちゃんと違って、もともと食事は量より質に
こだわり、おいしいものを少しずつ、何回かに分けて食べる食習慣があります。
一定量のフードを回数を多く分けて与えることは、猫ちゃんにとって理想的です。
また、キャットフードの場合は、それだけで栄養が足りています。魚の切れ端などを
あげると、栄養バランスがくずれてしまうので、なるべく与えないようにします。

【猫ちゃんは、食事の量より質にこだわる】

【偏食家にしないために】
　猫ちゃんには偏食が多く、子猫の頃の食事にこだわる傾向があるので、子猫の頃からなるべくバラエティ豊かな
フードを食べさせてみてください。また、食べないからといって、次々にぜいたくなものを与えていると、もっとおいしい
ものをもらえるかもしれないと期待して、気に入ったものが出てくるまで食べようとしなくなります。
　猫ちゃんが狩りをしていた野生時代は、毎日、獲物を捕まえて食事にありつけるとは限らなかったので、猫ちゃんは
もともとムラ食いをする生き物です。元気があれば、１回くらい食べなくても大丈夫です。
食事を出して10分たっても食べないときは、いったん片づけ、１～２時間してからもう一度出してみます。
おなかが空けば、猫ちゃんも根負けをして決められたものを食べるようになります。
　猫ちゃんは食べるか食べないかをニオイで判断しています。新鮮な食べ物を好む猫ちゃんは、古い食べ物や
不潔な食器の中のものは、口をつけません。食器はつねに清潔にし、食事は新鮮なものを与えます。

食事の与え方5
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【食べないときはさっさと片づける】

　食べ終わったら、食器は下げてきれいに洗って片づけます。
残っているからとそのままにしておくのは不衛生ですし、食事の区切りもつきません。
いつまでも食事を出しておくと、「いつでも食べられる」と猫ちゃんは考え、遊び食いやだらだら食いが習慣化し、
体調が悪くて食欲がないときも、気づきにくくなってしまいます。
ただし、水だけはいつでも飲めるように新鮮なものを用意しておきましょう。

肥満改善6

【肥満の目安は？】

　人間同様、猫ちゃんにとっても、肥満は万病の元です。肥満になると心臓や内臓の
負担も大きくなるし、泌尿器系の病気になる可能性も高くなります。メインクーンなど
大きな種をのぞいて、一般的な成猫の平均体重は３～５kgです。体重が５kgを越えて
いたり、下腹が垂れていて手で支えることができるような場合は肥満です。
　
一般的に、男の子よりも女の子のほうが太りやすい傾向にあります。
また、避妊・去勢をした猫ちゃんでは、異性を求めるために費やすエネルギーが
減る分、食欲が安定するので、少しカロリーを控えなければ太ってしまいます。
生殖に関わるホルモンが減少することで、ホルモンバランスが崩れることが影響している場合もあります。

【子猫の頃から正しい食事を】

　育ち盛りの子猫は、成猫よりもたくさんのカロリーを必要とします。しかし、与えすぎていては、脂肪細胞の数が
増えてしまいます。成猫になってもその状態が続くと、一つ一つの細胞のサイズが大きくなってしまい、さらに脂肪が
蓄積すると、それほど食べなくても体重が減らなくなってしまいます。肥満防止のためには、子猫の頃からの食事
管理と運動が大切です。
また、室内飼育の猫ちゃんたちは運動不足になりがちですし、避妊・去勢をしているとエネルギーの消費量も少ない
ので、規定量のフードを与えていても、太ってしまうことがあります。
体重をはかる習慣をつけておくと、体重の変化に気づくことができます。

【肥満改善のためには、目標を決める】

肥満改善の手段として、やみくもに食事の量を減らすのは、健康上おすすめできません。
まずはなぜ太ったのか、その原因を探り、計画をたてることが大切です。次に、「いつまでに何キロ落とすか」という
目標を明確にします。なんの目標もなく、ダラダラやっていては、猫ちゃんも飼い主もつらいだけです。

　太っている場合は、現在の体重の15％の減量をまず目標にし、期間を決めて集中して取り組みます。
定期的に体重を計ってグラフにすることも、成果がわかって励みになります。
ダイエット期間中は、１日に与えるフードをきちんと計量し、１日２～３回分の小分けにしておくと、与えすぎを防ぐこと
ができます。おやつもこの中から与えるようにします。
また、一緒に遊ぶ時間を増やして運動させることなども効果的です。
ただし、運動量を急激に増やすのは、太りすぎている場合は心臓や関節に負担がかかったり、足腰を傷めたりする
ことがあるので、おすすめできません。
食事コントロールで少し体重を減らして体を軽くしてから、徐々に運動量を増やしましょう。

情報提供：花王株式会社
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